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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
無線通信システムでのダイバーシチイ組合せの方法であって、
少なくとも２つの受信信号が存在するように、少なくとも２つのアンテナで送信された信
号を受信するステップと、
干渉レベルを測定するステップと、
前記干渉レベルが所定の閾値を越えることにより干渉が主にチャネル間干渉と判断される
場合は、干渉阻止組合せ（ＩＲＣ）を使用して前記受信した信号を組み合わせるステップ
と、
前記干渉レベルが所定の閾値を越えない場合は、他のダイバーシチイ組合せ方法を使用し
て前記受信した信号を組み合わせるステップとを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
前記他のダイバーシチイ組合せ方法が最大比組合せ（ＭＲＣ）であることを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
無線通信システムでのダイバーシチイ組合せの方法であって、
少なくとも２つの受信信号が存在するように、少なくとも２つのアンテナで送信された信
号を受信するステップと、
第１の結果を得るために干渉阻止組合せ（ＩＲＣ）を使用し、第２の結果を得るために他
のダイバーシチイ組合せ方法を使用して、前記受信した信号を組み合わせるステップと、
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前記第１及び第２の結果を、干渉レベルに基づいて変化する重み係数により重み付けして
組み合わせるステップとを含むことを特徴とする方法。
【請求項４】
前記他のダイバーシチイ組合せ方法が最大比組合せ（ＭＲＣ）であることを特徴とする請
求項３に記載の方法。
【請求項５】
前記干渉阻止組合せは、
各アンテナについて受信信号のサンプルを生成し、
各アンテナについてチャネル・タップを推定し、
アンテナ間での減損相関特性を推定し、
前記受信信号サンプル、チャネル・タップ推定値、及び減損相関推定値から分岐距離を形
成し、
前記分岐距離を使用して情報シーケンスを推定することによって実行されることを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項６】
前記受信した信号が１つあるいは複数のバーストを含み、ダイバーシチイ組合せ方法は各
バーストについて選択されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
前記受信した信号が１つ又は複数のバーストを含み、ダイバーシチイ組合せ方法は各半バ
ーストごとに選択されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
前記干渉レベルを測定するステップは、各受信した信号ごとに相関を推定し、該推定した
相関を相関閾値と比較することによって実行されることを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項９】
前記第１及び第２の結果は組合せの前に重み付けされることを特徴とする請求項４に記載
の方法。
【請求項１０】
前記第１及び第２の結果を組合わせるステップは、
干渉レベルに基づいて変化する重み係数を決定するステップと、
干渉阻止組合せ（ＩＲＣ）と他のダイバーシチイ組合せ方法との重み付けされた組合せを
使用して、前記受信した信号を組み合わせるステップとを含むことを特徴とする請求項４
に記載の方法。
【請求項１１】
通信信号を受信するためのシステムであって、
複数の受信信号が存在するように通信信号を受信するための複数のアンテナと、
それぞれの信号組合器が複数のアンテナの各々に関連して、前記受信信号を組み合わせる
複数の信号組合器であって、干渉阻止組合せ（ＩＲＣ）を使用する第１の信号組合器と他
のダイバーシチイ組合せ技術を使用する第２の信号組合器とを含む複数の信号組合器と、
信号減損のレベルを決定し、信号減損の前記レベルを閾値レベルと比較し、前記比較に基
づいて前記複数の信号組合器を選択的に動作させる分析手段であって、前記レベルが閾値
レベルを越えることにより干渉が主にチャネル間干渉と判断される場合は前記第１の信号
組合器を動作させ、前記レベルが閾値レベルを越えない場合は前記第２の信号組合器を動
作させる分析手段とを含むことを特徴とするシステム。
【請求項１２】
前記他のダイバーシチイ組合せ技術は、最大比組合せ（ＭＲＣ）であることを特徴とする
請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
前記信号減損のレベルが干渉であることを特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
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前記第１の信号組合器は、
各アンテナごとに受信信号のサンプルを生成し、
各アンテナごとにチャネル・タップを推定し、
アンテナ間の減損相関特性を推定し、
前記受信信号サンプル、チャネル・タップ推定値、及び減損相関推定値から分岐距離を形
成し、
前記分岐距離を使用して情報シーケンスを推定することを特徴とする請求項１２に記載の
システム。
【請求項１５】
前記受信信号が１つあるいは複数のバーストを含み、信号組合器の選択はバーストごとに
実行されることを特徴とする請求項１１に記載のシステム。
【請求項１６】
前記受信信号が１つあるいは複数のバーストを含み、信号組合器の選択は半バーストごと
に実行されることを特徴とする請求項１１に記載のシステム。
【請求項１７】
通信信号を受信するためのシステムであって、
複数の受信信号が存在するように通信信号を受信するための複数のアンテナと、
それぞれの信号組合器が複数の信号組合せ技術のうちの異なる１つの技術を使用して受信
した信号を組み合わせる複数の信号組合器であって、前記複数の信号組合せ技術のうちの
１つが干渉阻止組合せ（ＩＲＣ）である複数の信号組合器と、
前記複数の信号組合器のうちの少なくとも選択された信号組合器の出力を組み合わせるた
めの組合器であって、信号減損のレベルに基づいて変化する重み係数により重み付けた前
記信号組合器の出力を組み合わせるための組合器とを含むことを特徴とするシステム。
【請求項１８】
更に、信号減損のレベルを決定し、信号減損の前記レベルを閾値レベルと比較し、組み合
わされた信号組合器の出力又は複数の信号組合器のうちの１つの出力のいずれかをシステ
ムの出力として選択する分岐手段を含むことを特徴とする請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
信号減損の前記レベルが干渉であることを特徴とする請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
通信信号を受信するためのシステムであって、
複数の受信信号が存在するように通信信号を受信するための複数のアンテナと、
前記受信信号と関連する干渉指標を決定し、前記干渉指標に基づいて変化する重み係数を
選択するための分析器と、
前記干渉指標に基づいて変化する重み係数に基づいて、少なくとも２つの信号組合せ技術
の重み付けされた組合せを実行するための第１の信号組合器であって、前記信号組合せ技
術の１つが干渉阻止組合せ（ＩＲＣ）である第１の信号組合器とを含むことを特徴とする
含むシステム。
【請求項２１】
前記信号組合せ技術の他の１つが最大比組合せ（ＭＲＣ）であることを特徴とする請求項
２０に記載のシステム。
【請求項２２】
前記分析器による分析のために受信された信号を格納するための１つ又は複数のメモリを
更に含むことを特徴とする請求項２０に記載のシステム。
【請求項２３】
前記第１の信号組合器の第１の出力を格納するための組合器出力メモリと、
格納された前記第１の出力と前記第１の信号組合器の第２の出力とを組み合わせるための
第２の信号組合器とを更に含むことを特徴とする請求項２２に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
発明の分野
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本発明は、一般的に、多重アンテナを有する受信器におけるデジタル変調された無線信号
の処理に関し、詳細には、信号の減損を低減するための無線信号のダイバーシチイ組合せ
に関する。
発明の背景
無線通信では、典型的な無線通信チャネルに存在する、マルチパス・フェージング、時間
分散、符号間干渉などのさまざまな現象によって信号が失われたり減損したりする場合が
ある。マルチパス・フェージングは、ほぼ同時に受信器に到達する送信された信号と、そ
の反射又はエコーとの相互作用から生じる。反射の数が比較的多い場合、このフェージン
グはいわゆるレイリー分布（Rayleigh distribution）を示す。時間分散は、反射と送信
された信号との間に時間遅延がある時に生じる。干渉は、送信された信号に関して直交で
はない信号が存在することから生じる。このような直交でない信号は、同じ周波数で動作
する他の無線から（チャネル間干渉）、あるいは隣接した周波数帯域で動作する他の無線
から（隣接チャネル干渉）発生する可能性がある。
図１はチャネル間干渉の例を示す。この中で、移動局Ｍ１はセルＣ１内の基地局アンテナ
Ａ１と通信しており、他方、移動局Ｍ２はセルＣ２内の基地局アンテナＡ２と通信してい
る。セルＣ３を提供する基地局アンテナＡ３は、セルＣ１とセルＣ２の間に位置する。こ
の例では、移動局はＭ１とＭ２は同時に同じチャネルで、異なるセル内の異なるアンテナ
へ通信している。図示されているように、移動局Ｍ１によってアンテナＡ１に送信される
信号が移動局Ｍ２によってアンテナＡ２に送信される信号と干渉し、信号の減損を引き起
こす。
このような信号の減損の影響を低減するために、受信器が多重分割アンテナを備え、各ア
ンテナにおいて受信された信号が組み合わせられるダイバーシチイ組合せを使用すること
が知られている。アンテナは分割されているので、各アンテナ内の信号の強さは独立であ
る。従って、１つのアンテナに深いフェージング・ディップ(fading dip)がある場合、他
のアンテナは比較的強い信号を有する。ダイバーシチイ組合せ方法には多くの種類がある
。たとえば、Ｗｉｌｌｉａｍ　Ｃ．Ｙ．Ｌｅｅ　（Ｗｉｌｅｙ，１９９３）による「Ｍｏ
ｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｄｅｓｉｇｎ　Ｆｕｎｄａｍｅｎｔａｌｓ」の
１１６ページから１３２ページには、多くのダイバーシチイスキームが記述されている。
典型的な移動通信システムでは、アンテナのダイバーシチイは多重アンテナを備えた基地
局を提供することによって利用されている。アンテナにおいて受信される信号は、典型的
には、最大比組合せ（maximum ratio combining:ＭＲＣ）を使用して組み合わせられる。
例えば上記のＬｅｅは、ＭＲＣを最良の組合せ技術として認識している。ＭＲＣでは、受
信された信号は、干渉が白色ガウス雑音に密接に近似しているという仮定に基づいて組み
合わされる。例として図２にＭＲＣスキームを示すが、ここでは、各信号分岐（signal b
ranch:すなわち、組み合わせるべき受信された各信号）は、選択された重み係数（α1、
α2）によって重み付けられ、その信号分岐が組み合わされる。ＭＲＣは受信された信号
間の相関は考慮していないため、受信された信号が、検出され、同時に１つずつ等化され
、合計によって組み合わされることを可能にする。ＭＲＣは、信号によって受ける干渉が
白色ガウス雑音に密接に近似していると仮定しているので、干渉が白色ガウス雑音にそれ
ほど近似していない場合には、所定の性能限界(performance limitations)を有する。
代替案として、アンテナダイバーシチイを備えたシステムで受信された信号を組み合わせ
る改良された方法が、干渉阻止組合せ（interference rejection combining:ＩＲＣ）と
して知られている。ＩＲＣは、受信された信号が白色ガウス雑音と他の送信器（他のセル
内の他の移動局など）からの信号との両方を含むと仮定している。一般的に、ＩＲＣを組
み込んだ受信機は、各アンテナについて受信信号のサンプルを生成し（例えば、対数極線
信号処理(log-polar signal processing)などを使用して）、各アンテナについてチャネ
ル・タップを推定し、減損相関特性（例えば、チャネル間干渉など）を推定し、受信信号
サンプル、チャネル・タップの推定値、及び減損相関の推定値から分岐距離(branch metr
ics)を形成し、分岐距離を使用して送信された情報シーケンスを推定する（例えば、ビタ
ビ・アルゴリズムなどを使用して）。受信器は、訓練用シーケンス（典型的なＧＳＭバー
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ストに含まれるような訓練用シーケンス）が受信された時、信号分岐の間での相関したノ
イズを推定することによって、損傷相関特性を推定する。この推定された共分散は、復調
プロセスの間に受信器によって使用される。ＩＲＣは、特に、１９９４年８月２日に出願
され本願の譲受人に譲渡された同時係属の米国特許出願第０８／２８４７７５号「Ｍｅｔ
ｈｏｄ　ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｆｏｒ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｒｅｊｅｃ
ｔｉｏｎ　Ｃｏｍｂｉｎｉｎｇ　ｉｎ　Ｍｕｌｔｉ－Ａｎｔｅｎｎａ　Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ｃｅｌｌｕｌａｒ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」と、１９９６年４
月１９日に出願され本願の譲受人に譲渡された同時係属の米国特許出願第０８／６３４７
１９号「Ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｆｏｒ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃ
ｅ　Ｒｅｊｅｃｔｉｏｎ　ｗｉｔｈ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ　Ｂｅａｍｓ，Ｐｏｌａｒｉｚ
ａｔｉｏｎｓ，ａｎｄ　Ｐｈａｓｅ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅｓ」に詳細に記述されている。
これらの出願の全体が、参照により本明細書に組み込まれる。後者の特許出願は、減損相
関特性がスカラー減損相関特性であり分岐距離がスカラー分岐距離である場合には、ＩＲ
Ｃ性能を改良できることが開示されている。
ＩＲＣは、特に干渉バーストが搬送波バースト（すなわち、目的の送信された信号）と同
期している場合には、目的の送信された信号と同じ周波数で送信している隣接するセルの
移動局からの干渉（すなわち、チャネル間干渉）を非常に効率的に阻止できる。ＩＲＣは
また、隣接チャネルの干渉作用も低減する。残念なことに、ＩＲＣは複雑で、比較的大量
のコンピュータ処理資源を必要とする。さらに、ＩＲＣが最適な性能を提供しない場合も
いくつかある。
アンテナダイバーシチイを採用している通信システムの性能を向上させることが望まれて
いる。特に、ダイバーシチイ組合せの既知の方法を改良することが望まれている。
発明の概要
本発明は、ＩＲＣとＭＲＣ（あるいは他のダイバーシチイ組合せ方法）を採用して多重ア
ンテナから受信された信号を組み合わせるための方法とシステムを提供することにより、
上記の問題を克服し、更に他の利点をも提供する。本発明の例示的な実施の形態によれば
、送信器は１シーケンスの情報シンボルを表す信号を生成して送信する。多重アンテナを
有する受信器は、少なくとも２つの受信信号があるように送信された信号を少なくとも２
つのアンテナで受信する。受信器は、受信器の性能を最大にするために、干渉阻止組合せ
か最大比組合せかのどちらかを選択的に実行することにより、受信信号を組み合わせる。
信号は、バーストごと、半バーストごと、又は他の適切な周波数で組み合わせることがで
きる。ＩＲＣとＭＲＣのどちらを使用するかを選択するために、受信器は干渉指標(inter
ference indication)を決定し、組合せ方法は干渉指標に基づいて選択される。
ＩＲＣ、従来のダイバーシチイ組合せスキーム、あるいは複数のスキームの組合せを選択
的に実行することによって、本発明は、通信システムにＩＲＣがもっとも適切な時（すな
わち、干渉が主にチャネル間干渉の場合）、隣接チャネル干渉の時、あるいはダイバーシ
チイ分岐の間の他の相関時に、ＩＲＣの利点を達成させることを可能にし、ＩＲＣが適切
でない時（すなわち、チャネル間干渉が比較的低く、干渉が白色ガウス雑音により密接に
近似している時）には、処理リソースを省くことを可能にする。この選択的組合せスキー
ムは、通信の効率を非常に高める。たとえば、以下に論じるように、本発明はＩＲＣだけ
を使用したシステムに比べて、性能で１ｄＢのゲインを達成することを可能にする。
【図面の簡単な説明】
本発明のさらに完全な理解は、付随する図面を参照しながら以下の好ましい実施の形態の
詳細な説明を読むことによって得られる。この図面では同様の要素を示すために同じ参照
記号を使用している。
図１は、チャネル間干渉の例を示す図である。
図２は、ＭＲＣを使用したダイバーシチイ組合せ技術を示す構成図である。
図３は、本発明の好ましい実施の形態の実装を示す構成図である。
図４は、本発明による方法の好ましい実施の形態を記述するフローチャートである。
図５は、本発明の第２の例示的な実施の形態を示す構成図である。
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図６は、図３の実施の形態と図５の実施の形態との例示的組合せを示す構成図である。
図７は、本発明の別の実施の形態の構成図である。
図８は、図７の実施の形態の変形例の構成図である。
図９は、図５の実施の形態によるＩＲＣとＭＲＣとの組合せを使用した受信器の性能結果
を比較したグラフを示す図である。
図１０は、図３の実施の形態の性能結果を比較したグラフを示す図である。
好ましい実施の形態の詳細な説明
図３は、本発明の第１の例示的な実施の形態を示す構成図である。アンテナ１０と１２は
、アンテナダイバーシチイを採用した受信器の多重アンテナのうちの２つであり、移動局
あるいは別の送信器（図示せず）から送信された信号を受信する。組合わせモジュール１
４と１６は、それぞれアンテナ１０と１２から受信信号を受信するように接続される。組
合わせモジュール１４と１６は、それぞれＭＲＣ（又は他の既存のダイバーシチイ組合せ
技術）とＩＲＣを使用してアンテナ１０と１２から受信された信号を組み合わせる能力と
、組み合わせた信号を復号器又は他の信号処理回路（図示せず）に出力する能力とを持つ
。適切な組合わせモジュール１４又は１６は、干渉分析器１８によって起動され、この干
渉分析器１８が受信された信号が受けた干渉が所定の閾値を超えているか否かを決定し、
スイッチ１９を使用して適切な組合わせモジュールを選択する。閾値が一致しているか超
えているかを決定するために、分析器１８は各受信された信号について２つの分岐の間の
相関を推定し、推定された相関を相関閾値を比較する。たとえば、減損相関マトリックス
を形成し、減損相関マトリックスのオフ対角要素(off-diagonal elements)を使用して相
関と干渉とを測定することができる。適切な閾値はマトリックスの対角要素から抽出でき
る。減損相関マトリックスは、本願の譲渡人に譲渡された同時係属の米国特許出願第０８
／２８４７７５号「Ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｆｏｒ　Ｉｎｔｅｒｆ
ｅｒｅｎｃｅ　Ｒｅｊｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｍｂｉｎｉｎｇ　ｉｎ　Ｍｕｌｔｉ－Ａｎｔｅ
ｎｎａ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｅｌｌｕｌａｒ　Ｃｏｍｍｎｕｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔ
ｅｍｓ」に詳細に論じられており、この出願全体は参照により本明細書に組み込まれる。
他の多くの閾値計算と比較スキームとを使用することができる。干渉バーストが目的の送
信された信号の搬送波バーストと同期している場合には、推定された相関はバーストの間
一定である。より一般的であるが、干渉バーストが搬送波バーストと同期していない場合
には、推定された相関はバーストの間一定ではない。干渉（あるいは他の適切な減損特性
）が所定の閾値に一致するか所定の閾値を超えた場合、干渉分析器１８はＩＲＣ組合わせ
モジュール１６を選択する。干渉（あるいは他の適切な減損特性）が所定の閾値に一致し
ないあるいは所定の閾値を超えない場合、干渉分析器１８はＭＲＣ組合わせモジュール１
４を選択する。選択されたモジュールは、組み合わせられた信号をさらに処理するために
、受信器の中の復号器（図示せず）に出力する。図３の回路を動作させ、バーストごと、
半バーストごと、又は他の適切な間隔で受信された信号を組み合わせることができる。
図４は、本発明による方法のステップを記述するフローチャートである。ステップ１００
で、受信器は移動局あるいは他の送信器によって送信された信号を多重アンテナ上で受信
する。ステップ１０２で、受信器（分析器１８あるいは他の適切な手段などを使用する）
は受信された信号を分析し、干渉のレベルが所定の閾値に一致しているかあるいは超えて
いるかを決定する。ステップ１０２で使用された干渉閾値が受信された信号に一致するか
又は受信された信号によって超えられている場合は、受信器はステップ１０４でＩＲＣを
使用して複数の受信された信号を組み合わせる。また、ステップ１０２で使用された干渉
閾値が受信された信号に一致しないか受信された信号によって超えられていない場合は、
受信器はステップ１０６でＭＲＣ（あるいは別の適切なダイバーシチイ組合せ技術）を使
用して複数の受信された信号を組み合わせる。どららの組合せ方法を使用しても、所定の
間隔後にプロセスはステップ１００に戻り、他の受信された信号を処理する。所定の間隔
は、バーストごと、半バーストごと、あるいは別の適切な間隔のどれでも可能である。こ
の結果、適切なダイバーシチイ組合せ技術が各間隔について選択できる。
図５は、本発明の第２の例示的な実施の形態を示す構成図である。この実施の形態では、



(7) JP 4312836 B2 2009.8.12

10

20

30

40

50

ＭＲＣとＩＲＣとの両方を使用して分岐を組み合わせ、次に組合わせモジュール１４と１
６との出力が、各組合せアルゴリズムからの出力を最適化するように組合器２０内で組み
合わせられる。組合器２０は、各バースト、半バースト、あるいは他の適切な期間ごとに
、ＭＲＣ出力とＩＲＣ出力とを組み合わせることができる。図５の実施の形態は、特に、
干渉が存在し、搬送波バーストと干渉バーストとが同期していない場合に利点が大きい。
こうして、図３の実施の形態では、干渉が存在しない時にＩＲＣだけを使用するよりも改
良された性能を提供し、図５の実施の形態では、干渉が存在し干渉バーストが搬送波バー
ストと同期していない時に改良された性能を提供する。図３と図５との実施の形態は、両
方の実施の形態の性能を最大にするために組み合わせることができる。これらの実施の形
態を組み合わせた例が図６に示されており、この中で分析器１８は入力信号を分析し、ス
イッチ１９を介して、干渉指標に基づき組合器２０の出力あるいはＭＲＣ組合わせモジュ
ール１４の出力のどちらかを選択する。
図７は、信号バーストを格納するためのメモリ２２ａと２２ｂ、格納されたバーストを分
析するための分析器１８、分析器１８の出力に依存した方法で信号を組み合わせるための
組合器２０を含む、本発明のさらに他の実施の形態を示す。この実施の形態の中で、分析
器１８は受信されたバーストに関連した干渉のレベルに基づいて値αを決定する。値αは
、異なるダイバーシチイ組合せ技術にどれくらいの重み付けを割り当てるかを決定する重
み係数である。たとえば、ＩＲＣが好ましい組合せ技術であるような干渉レベルの時には
、分析器１８によって係数１を割り当てる。α係数が１の間、組合器２０はＩＲＣを使用
する。別のダイバーシチイ組合せ技術（たとえばＭＲＣ）が好ましいような干渉レベルの
時には、α係数に０を割り当てる。α係数が０の間、組合器２０はＭＲＣを使用する。Ｉ
ＲＣを５０％、ＭＲＣを５０％で重み付けされた組合せが好ましいような干渉レベルの時
には、０．５のα係数を割り当てる。α係数が０．５の間、ＩＲＣとＭＲＣの両方が実行
され、結果が均等に組み合わせられる。α係数が０．７５の間、ＩＲＣとＭＲＣの両方が
実行され、ＩＲＣの結果とＭＲＣの結果を３／１の比で重み付けすることによって結果が
組み合わせられる。この実施の形態では、組合せ技術の「柔らかい(soft)」あるいは除々
の移動が達成できる。この実施の形態では、組合器２０はプログラム可能な組合器によっ
て達成される。
図８は、図７の実施の形態の変形例である。図８の実施の形態では、受信されたバースト
はメモリ２２ａと２２ｂに格納される。分析器１８は干渉のレベルを決定し、適切なα値
を割り当てる。組合器２０は格納されたバーストを分析器の出力に依存するような方法で
組み合わせ、組合器２０の出力はメモリ２２ｃに格納される。次に分析器１８はαをたと
えば０にリセットし、第２の組合せを実行する。この第２の組合せの出力は、次に、組合
器２４のメモリ２２ｃに格納された第１の組合せ結果と組み合わせられる。当業者には、
他の多くの変形例が容易に分かるであろう。
図９は、図５の実施の形態について、ビット・エラー・レート（ＢＥＲ）を通信チャネル
の干渉遅延の関数として比較したグラフである。図９のグラフでは、ＩＲＣとＭＲＣの組
合せ（ＩＲＣ-ＭＲＣ）は、バーストごとに（すなわち、バーストごとのベースで）受信
された信号を組み合わせることによって達成されている。さらに、信号対雑音比（ＳＮＲ
）は２５ｄＢと仮定され、搬送波対干渉比（Ｃ／Ｉ）は２ｄＢと仮定されている。グラフ
から分かるように、ＩＲＣとＭＲＣの組合せはＩＲＣだけを使用した受信器に比べて、性
能を改良することができる。
図１０は、図３の実施の形態について、ビット・エラー・レートを信号対雑音比（ＳＮＲ
）の関数として比較したグラフであり、ここでＩＲＣアルゴリズムは、チャネル間干渉が
存在しない期間はスイッチが切られているか選択されていない。図示されているように、
ＩＲＣが常に使用されている場合に比べて、感度において約１ｄＢのゲインを得ることが
可能である。
このように、本発明は、既知のダイバーシチイ組合せ技術に比べて大きな利点を提供する
ことは明らかである。特に、ＩＲＣとＭＲＣあるいは別の適切なダイバーシチイ組合せ技
術を選択的に使用することにより、１種類だけのダイバーシチイ組合せ技術を使用した受
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信器に比べて受信器の性能を向上させることができる。本発明の原理は、３種類以上の異
なる組合せ技術を使用したシステムにも適用できることに注意されたい。
上記の説明は多くの詳細と限定とを含むが、これらは説明のためにすぎないことを理解さ
れたい。当業者であれば、多くの変形が、下記の請求の範囲及びその正当な均等物で定義
される本発明の精神及び範囲に含まれることは明らかであろう。すなわち、３種類以上の
異なったダイバーシチイ組合せ技術も組み合わせることが可能である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】 【図９】

【図１０】
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